
The Ashiyasu funclub Journal ２００２ spring （1） 

      

「「
二二
００
００
二二
開開
山山
祭祭
」」  

  
  

  
  
  

にに
寄寄
せせ
てて  

 
 

 
 
 

 

芦
安
村
長 
清
水
哲
夫 

   

半
年
以
上
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
、
南
ア
ル

プ
ス
の
登
山
口
「
広
河
原
」
も
新
緑
が
美
し
く

な
り
、
本
格
的
な
登
山
の
シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
ま

し
た
。 

「
二
０
０
二
開
山
祭
」
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、

知
事
代
理
の
富
田
出
納
長
を
始
め
、
近
隣
町
村

長
更
に
関
係
各
位
の
ご
臨
席
の
も
と
開
催
で

き
ま
す
事
は
主
催
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜

び
で
あ
り
ま
す
。 

 

も
と
よ
り
、
先
人
達
の
遺
徳
を
偲
び
、
山
を

愛
す
る
人
が
尊
い
命
を
失
っ
た
霊
を
慰
め
、
今

年
の
安
全
登
山
を
願
う
も
の
で
あ
り
数
年
来

に
渡
り
開
催
を
し
て
参
り
ま
し
た
。 

特
に
今
年
は
、
広
河
原
ま
で
の
南
ア
ル
プ
ス
林

道
（
旧
野
呂
川
林
道
）
が
開
通
し
て
四
十
年
に

当
た
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十

七
年
七
月
当
時
の
知
事
、
天
野
久
氏
の
提
唱
す

る
「
富
め
る
山
梨
」
の
実
現
を
目
指
し
て
奥
地

開
発
林
道
施
設
と
し
て
着
工
、
総
工
費
十
億
五
，

九
百
万
円
の
巨
費
を
投
じ
、
実
に
約
十
年
の
歳

月
を
経
て
完
成
を
見
ま
し
た
。 

そ
の
陰
に
は
、
尊
い
十
二
名
の
若
い
殉
職
者
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
頃
、
本
村
は
林
業
の
衰
退
な
ど
経
済
的
な

手
詰
ま
り
か
ら
着
工
前
年
の
二
十
六
年
に
は

十
二
世
帯
六
五
人
を
山
口
県
に
入
植
者
と
し

て
送
り
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
林
道
工

事
が
始
ま
る
と
村
民
働
け
る
者
は
工
事
に
従

事
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
村
民
生
活
に
経
済
的

な
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
十
年

後
の
三
十
七
年
十
月
に
は
広
河
原
ま
で
の
二 

       

万
二
千
七
百
十
九
ｍ
の
完
成
を
見
ま
し
た
。 

そ
の
事
に
よ
り
村
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

三
十
九
年
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
、
白
鳳
渓
谷
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
か
か
っ
た
道
の

り
も
車
で
僅
か
一
時
間
に
短
縮
さ
れ
、
誰
で
も
マ

イ
カ
ー
で
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
衆
登
山
の
基

地
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

五
十
四
年
度
に
は
「
自
然
保
護
か
開
発
か
」
で
、

全
国
的
に
話
題
と
な
っ
た
当
時
の
ス
ー
パ
ー
林

道
も
全
線
開
通
し
、
長
谷
村
と
本
村
と
の
長
野
県

境
北
沢
峠
ま
で
の
村
営
バ
ス
運
行
も
開
始
し
、
仙

丈
岳
及
び
甲
斐
駒
ヶ
岳
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
非

常
に
短
く
な
り
、
登
山
客
も
大
幅
に
増
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

  

現
在
、
五
十
万
近
い
国
立
公
園
の
利
用
者
が
こ

の
林
道
を
使
い
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
登
山
に
と
本
村

を
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
を
思
う
と
き
に
観

光
を
主
産
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
本
村
に

と
っ
て
こ
の
林
道
の
果
た
す
役
割
は
図
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
や
自

然
志
向
の
高
ま
り
か
ら
利
用
者
は
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
常
日
頃
、
そ
の
維
持

管
理
に
ご
尽
力
を
下
さ
っ
て
い
る
県
当
局
に
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す 

又
、
こ
の
開
山
祭
の
記
念
行
事
と
し
て
、
芦
安

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
協
力
に
よ
る
「
キ
タ
ダ

ケ
草
観
察
会
」
が
三
十
名
近
い
参
加
者
を
迎
え
開

催
さ
れ
る
事
を
心
よ
り
歓
迎
し
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
が
世
界
に
誇
れ
る
景
観
・
高
山
植

物
群
な
ど
の
大
切
な
自
然
を
守
り
後
世
に
引
き

継
い
で
ゆ
く
こ
と
は
地
元
を
預
か
る
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
開
山
祭
を
迎
え
る
ご

と
に
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
致
し
ま
す
。 

芦
安
村
と
し
て
の
開
山
祭
は
今
回
が
最
後
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
地
域
色
を

出
し
継
続
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
す
る
に
当
た
り

多
方
面
に
わ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各

位
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 
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トンネル工事作業中のひとコマ（昭和 30 年頃） 

「つる払い」のパフォーマンスにより山開きになる



二
〇
〇
二
南
ア
ル
プ
ス  

  
  

  
二
〇
〇
二
南
ア
ル
プ
ス

開
山
祭
に
寄
せ
て

開
山
祭
に
寄
せ
て

新

山
梨
県
知
事 

天
野 

建 
  
 

「
二
〇
〇
二
南
ア
ル
プ
ス
開
山
祭
」  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
新
緑
の
素
晴
ら
し
い
南
ア
ル 

 

プ
ス
の
登
山
口
、
広
河
原
で
開
催
し 

 

た
開
山
祭
に
出
席
し
深
い
感
銘
を
覚 

え
た
こ
と
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う 

 

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

   

南
ア
ル
プ
ス
は
、
日
本
の
屋
根
と
言
わ
れ
る

大
構
造
山
地
で
あ
り
、
富
士
山
と
と
も
に
山
岳
県

山
梨
が
誇
る
名
峰
揃
い
の
山
脈
で
す
。 

 

本
年
は
、
誰
も
が
登
山
口
、
広
河
原
ま
で
車
で

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
野
呂
川
林
道
（
現
南
ア

ル
プ
ス
林
道
）
が
開
通
し
て
四
十
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
私
の
父
天
野
久
が
困
難
な
工
事
に
命
を
懸

け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
事
業
で
し
た
。 

私
も
昨
年
、
芦
安
村
長
と
素
晴
ら
し
い
渓
谷
の

景
色
を
見
な
が
ら
こ
の
林
道
を
広
河
原
ま
で

行
き
ま
し
た
が
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

途
中
、
昭
和
三
十
二
年
に
観
音
経
に
お
け
る
昭

和
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
碑
や
鷹
巣
に
お

け
る
工
事
の
殉
職
者
碑
な
ど
、
当
時
の
難
工
事
の

実
態
と
素
晴
ら
し
い
大
自
然
に
ふ
れ
ら
れ
る
歓

び
を
改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。 

 
  

観
音
経
で
見
た
大
樺
沢
の
大
雪
渓
、
深
い
野
呂

川
の
谷
間
と
ま
だ
雪
を
頂
い
た
北
岳
を
始
め

と
す
る
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
間
近
で
圧
倒
さ

れ
る
山
容
を
見
て
登
山
者
の
あ
こ
が
れ
る
思

い
が
理
解
で
き
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
芦
安
村
の
環
境
保
全
と
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
「
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
五

月
二
十
九
日
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し

て
認
可
さ
れ
こ
の
開
山
祭
が
法
人
と
し
て
初

の
大
事
業
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 
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開
山
祭
で
は
蕎
麦
打
ち
や
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
観

察
会
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
う
そ
う
で
す
が
、

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
る
こ
と
が
芦
安
村

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。 

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

 

今
年
も
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
多
く
の
登
山
者
が
入

山
い
た
し
ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
貴
重
な
高

山
植
物
の
保
護
や
山
岳
環
境

の
保
全
、
ま
た
登
山
者
の
利

便
の
確
保
な
ど
多
く
の
取
り

組
み
を
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

本
日
の
開
山
祭
が
、
芦
安
村
と
し
て
最
後
の
南

ア
ル
プ
ス
開
山
祭
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は

新
し
い
市
の
、
山
岳
観
光
拠
点
と
し
て
更
な
る
発

展
の
契
機
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

本
年
の
登
山
者
の
安
全
と
野
呂
川
林
道
な
ど

現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
登
山
の
隆
盛
に
多
く
の
汗

を
流
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上

げ
な

が
ら
、
お
祝
い
の

あ
い

さ
つ
と
致
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
    

  

白
鳳
峠
か
ら
の
北
岳 

 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
、
芦
安
村
協
賛
の
第

六
回
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
村
登
山
教
室
が
、
五
月
二

十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
芦
安
村
交
流
セ
ン
タ
ー｢

ふ
れ
あ
い

館｣

で
講
演
会
と
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講

演
会
は
日
本
山
岳
会
会
員
、｢

日
本
百
名
山｣

担
当

編
集
者 

大
森
久
雄
氏
を
御
招
き
し
て｢

深
田
久

弥
と
百
名
山｣

と
い
う
題
目
で
故
深
田
久
弥
氏
の

知
ら
れ
ざ
る
素
顔
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
習
会
は
山
用
品
の
店｢

エ
ル
ク｣

社
長 

柳
沢
仁
氏
か
ら
最
新
の
登
山
装
備
の
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

緑
の
茅
ヶ
岳
に
「
第
六
回
南
ア 

ル
プ
ス
芦
安
登
山
教
室
」
を
展
開 

二
日
目
は
、
登
山
実
地
研
修
が
行
わ
れ
、
深
田

久
弥
終
焉
の
山
「
茅
ヶ
岳
」
ヘ
登
り
ま
し
た
。
大

明
神
深
田
記
念
公
園
で
準
備
体
操
後
、
参
加
者
四

十
三
名
、
ス
タ
ッ
フ
十
七
名
が
七
班
に
分
か
れ
、

晴
れ
わ
た
っ
た
青
空
の
も
と
ス
タ
ー
ト
。
新
緑
が

ま
ぶ
し
く
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
可
憐

な
花
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
女
岩
の
冷
た
い
水

で
喉
を
う
る
お
し
、
コ
ル
ま
で
の
急
坂
で
は
口
数

こ
そ
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
一
歩
一
歩
頑
張
っ

て
、
標
高
一
七
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
茅
ヶ
岳
に
全
員

元
気
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

新緑の中を行く参加者 

山
頂
は
ち
ょ
う
ど
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
満
開
、
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
も
咲
き
始
め
て
お
り
、
八
ケ
岳
や
富
士
山

な
ど
素
晴
ら
し
い
展
望
も
楽
し
め
ま
し
た
。
ゆ
っ

く
り
休
み
、
班
ご
と
に
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
金

ヶ
岳
ヘ
向
か
い
ま
し
た
。 

こ
こ
か
ら
は
岩
場
が
多
く
、
展
望
を
楽
し
み
つ
つ

も
慎

重
に

歩
き

ま
し

た
。 

一
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
金
ヶ
岳
山
頂
で
は
、

ゆ
っ
く
り
と
弁
当
を
広
げ
る
人
、
コ
ン
パ
ス

の
使
い
方
を
習
う
人
、
地
図
の
読
み
方
を
復

習
す
る
人
な
ど
な
ど
思
い
思
い
に
一
時
間

を
過
ご
し
、
バ
ス
の
待
つ
明
野
ふ
れ
あ
い
の
里
に

全
員
無
事
下
山
し
ま
し
た
。
途
中
雲
行
き
が
怪
し

く
な
り
雨
具
の
世
話
に
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
今
後
の
希
望
と
し
て｢

北
岳｣

と
い
う
声
が
高
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
も
そ
れ
を
実

現
し
て
ゆ
く
べ
く
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

 

次
回
の
登
山
教
室
は
、
第
十
一
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
協
賛
し
て
、
芦
安
を
十
分

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
世
界
的
山
岳
写
真

家 

白
簱
史
朗
氏
の
講
演
を
軸
に
、
南
ア
ル
プ
ス

の
展
望
台
夜
叉
神
峠
ま
で
樹
木
の
名
札
を
つ
け

な
が
ら
の
登
山
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

ミツバツツジと茅ヶ岳



意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

雨
宮
記 



南南
アア
ルル
ププ
スス
林林
道道
開開
通通
四四
〇〇
周周
年年

をを
迎迎
ええ
てて 

 
 
 
 
 

                   

『
野
呂
川
開
発
を
思
い
、
新
し
い
行
政
の 

枠
組
み
に
期
待
す
る
』 

 
 

南
ア
ル
プ
ス
は
日
本
を
代
表
す
る
山
々
を

擁
し
、
今
で
は
四
十
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ

る
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
し
か
し
、
雄
大
で
豊

か
な
自
然
が
残
さ
れ
た
山
脈
に
誰
で
も
が
は

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
最
近
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

百
年
前
の
一
九
〇
二
年
に
南
ア
ル
プ
ス
を
世

界
に
紹
介
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
ン

は
、
横
浜
の
自
宅
を
出
て
北
岳
登
頂
を
果
た

し
帰
る
ま
で
に
、
十
日
間
を
要
し
て
い
る
。 

 

戦
後
、
大
学
や
高
校
の
山
岳
部
等
の
登
山
が

盛
ん
に
な
っ
た
が
北
岳
に
入
る
の
は
、
夜
叉

神
峠
を
越
え
、
深
沢
を
下
っ
て
池
山
吊
り
尾

根
を
経
由
し
て
の
大
が
か
り
な
登
山
で
あ
る
。

一
般
の
登
山
愛
好
家
が
気
軽
に
南
ア
ル
プ
ス

登
山
が
出
来
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
山
深
く
、
登
山
口
ま
で
行
く
の

も
困
難
な
山
を
、
誰
で
も
身
近
に
親
し
め
る

雄
大
な
山
々
に
し
た
の
が
、
昭
和
二
十
六
年

知
事
に
な
っ
た
天
野
久
で
あ
る
。 

 

早
川
及
び
上
流
の
野
呂
川
流
域
の
奥
地
深
く

眠
る
水
資
源
、
木
材
、
観
光
資
源
等
の
豊
富

な
未
利
用
資
源
の
開
発
利
用
と
、
原
七
郷
地

帯
の
多
年
の
要
望
で
あ
っ
た
野
呂
川
疎
水
問

題
の
解
決
を
す
る
た
め
「
野
呂
川
流
域
総
合

開
発
計
画
」
を
立
案
。
そ
の
内
容
は
、
①
早

川
流
域
の
電
源
開
発
、
②
野
呂
川
林
道
（
現

南
ア
ル
プ
ス
林
道
）
の
開
発
、
③
原
七
郷
の

上
水
道
完
備
と
下
流
湿
地
地
帯
の
土
地
改
良

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し

て
の
電
力
開
発
と
そ
の
利
用
で
県
財
政
基
盤

と
産
業
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、
発
電
所
の

建
設
に
伴
う
道
路
の
開
設
で
森
林
資
源
、
観

光
資
源
を
開
発
し
地
域
住
民
の
生
活
環
境
向

上
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
洪
水
調
節
、
砂 

The Ashiyasu funclub Journal ２００２ spring （3） 

礫
硫
化
を
防
ぎ
、
災
害
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
発
電
用
水
の
水
利
権
と
引
き
替
え
に
、
い

わ
ゆ
る
「
野
呂
川
ば
な
し
」
と
し
て
三
百
年
来

「
出
来
な
い
相
談
」
の
代
名
詞
と
さ
え
な
っ
て

き
た
、
懸
案
の
原
七
郷
の
生
活
用
水
確
保
と
土

地
改
良
に
よ
っ
て
下
流
の
湿
田
解
消
と
地
方
病

の
撲
滅
を
を
目
指
す
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。 

南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か
な
恵
み
で
あ
る
、
水
と
材

木
を
活
用
し
更
に
は
観
光
資
源
の
発
掘
と
山
麓

地
帯
の
生
活
用
水
の
確
保
と
湿
地
帯
の
解
消
と

い
う
相
反
す
る
地
域
課
題
を
一
気
に
解
決
し
た

こ
の
事
業
は
、
僅
か
五
十
年
前
の
出
来
事
で
あ

る
。 

 
 

南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
者
は
、
芦
安
か
ら
登
山

口
広
河
原
ま
で
僅
か
一
時
間
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
車
で
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
林
道

工
事
は
十
年
余
の
歳
月
と
十
二
名
の
尊
い
命
を

犠
牲
に
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
脆
弱
な
岩

盤
を
掘
削
し
、
芦
安
村
の
女
性
達
も
工
事
現
場

で
汗
を
流
し
、
当
時
林
道
と
し
て
は
日
本
一
の

夜
叉
神
ト
ン
ネ
ル
な
ど
二
十
二
の
ト
ン
ネ
ル
と

深
い
渓
谷
に
十
六
の
橋
梁
を
設
置
し
て
昭
和
三

十
七
年
秋
竣
工
し
、
今
年
は
林
道
開
通
四
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

急峻な山斜面に挑む人夫衆 全てが人力であった 

  

そ
の
後
昭
和
四
十
二
年
に
は
広
河
原
か
ら
長
野

県
長
谷
村
ま
で
の
南
ア
ル
プ
ス
林
道
に
着
工
、

五
十
五
年
に
は
村
営
バ
ス
の
運
行
も
行
わ
れ
、

甲
斐
駒
ヶ
岳
、
仙
丈
ヶ
岳
へ
の
登
山
が
容
易
に

な
り
、
南
ア
ル
プ
ス
登
山
の
大
衆
化
が
よ
り
進

み
百
名
山
や
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
と
重
な
り

南
ア
ル
プ
ス
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。 

ま
た
、
今
年
は
南
ア
ル
プ
ス
を
世
界
に
紹
介
し

た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
ン
が
北
岳
に
登
頂

し
て
一
〇
〇
周
年
で
も
あ
る
。
ウ
エ
ス
ト
ン
は

北
岳
登
頂
に
十
日
を
要
し
た
が
、
今
私
達
は
僅

か
一
泊
二
日
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
。
も
ち
ろ

ん
野
呂
川
林
道
の
お
陰
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
林

道
は
脆
い
岩
肌
が
多
い
た
め
維
持
管
理
行
う
関

係
機
関
の
苦
労
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
安
全

で
快
適
に
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
の
懐
に
飛
び
込

ん
で
い
け
る
便
利
さ
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を

表
し
た
い
。 

  

野
呂
川
林
道
は
奥
地
森
林
開
発
と
観
光
振
興

の
た
め
開
発
さ
れ
た
が
、
木
材
生
産
は
昭
和
四

十
二
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
現
在
で
は
観
光
振

興
路
線
と
し
て
多
く
の
登
山
者
に
感
謝
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
野
呂
川
流
域
の
発
電
所
建
設
に
伴

い
電
源
開
発
道
路
（
現
県
道
南
ア
ル
プ
ス
公
園

線
）
は
秘
境
奈
良
田
か
ら
広
河
原
ま
で
建
設
さ

れ
野
呂
川
林
道
と
接
続
、
奈
良
田
環
状
路
線
を

形
成
し
て
い
る
が
、
ま
だ
一
部
未
舗
装
な
ど
未

整
備
部
分
も
あ
り
利
用
者
は
少
な
い
が
、
こ
れ

が
整
備
さ
れ
る
と
、
南
ア
ル
プ
ス
大
パ
ノ
ラ
マ

循
環
道
路
と
し
て
多
く
の
観
光
客
に
親
し
ま
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

発
電
事
業
は
膨
大
な
資
金
と
高
度
の
技
術
が

要
求
さ
れ
当
時
は
困
難
な
事
業
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
関
係
者
の
献
身
的
努
力
に
よ
り
西
山
、

奈
良
田
第
一
、
第
二
、
野
呂
川
と
四
つ
の
発
電

所
を
建
設
、
当
時
は
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
電
力

を
ま
か
な
え
る
ぐ
ら
い
の
発
電
量
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
発
電
所
の
建
設
で
は
、
飲
料
水
と
し
て

野
呂
川
の
水
を
ト
ン
ネ
ル
で
峡
西
地
方
ま
で
引

こ
う
と
す
る
原
七
郷
住
民
が
持
っ
て
い
た
水
利

権
を
県
が
譲
り
受
け
変
わ
り
に
野
呂
川
上
水
道

の
建
設
。
ま
た
下
流
の
湿
地
地
帯
に
は
土
地
改

良
事
業
と
三
百
年
来
の
両
者
の
要
望
を
満
た
す

事
に
な
り
、
野
呂
川
問
題
に
終
止
符
が
打
た
れ 

た
。
今
で
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
れ
ば
電
気
が

つ
き
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
は
勢
い
良
く
出
ま

す
。
林
道
も
車
で
快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
多
く
関
係
者
の
血
と
汗
の
結
晶
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

こ
の
地
域
は
来
年
四
月
か
ら
新
し
い
行
政
組

織
と
し
て
新
市
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
芦
安
村
の
野
呂
川
が
結
ぶ
壮
大
な
事
業
が

こ
こ
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ

る
。 

芦
安
村
は
南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
と
し

て
ま
た
多
く
の
山
小
屋
を
有
し
登
山
者
と
と
も

に
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
本
年
は

芦
安
村
最
後
の
開
山
祭
と
な
る
。 

 

今
年
は
こ
れ
ら
関
係
町
村
の
皆
さ
ん
が
出
席

し
南
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
野
呂
川
の
辺
で
の
開
山

祭
を
行
う
が
、
こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
、
工

事
関
係
者
や
現
在
も
環
境
を
守
り
安
全
管
理
に

携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
を
す
る
と
と
も

に
、
二
十
一
世
紀
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

で
き
る
よ
う
開
山
祭
の
大
成
功
を
期
待
し
て
や

ま
な
い
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

仲
田
記 



特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

成
立
す
る 

 
 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
も
設
立
以
来
四
年
目

を
迎
え
、
ま
す
ま
す
活
動
も
活
発
化
し
て
参
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
会
員
の
皆
さ
ん
の
総
意
を
得

て
、
去
る
三
月
十
七
日
芦
安
村
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
館
」
法
人
化
に
向
け
た
設
立
総
会

を
開
催
し
、
三
十
五
名
の
会
員
を
も
っ
て
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
す
る
旨
、
議
決
い
た
し
ま
し
た
。 

 

三
月
二
十
日
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
法

人
の
設
立
認
証
申
請
の
関
係
書
類
を
山
梨
県

知
事
宛
提
出
し
ま
し
た
。   

二
ヶ
月
の
公
示

期
間
を
経
過
し
五
月
二
十
二
日
に
知
事
か
ら

認
証
通
知
を
い
た
だ
き
、
五
月
二
十
九
日
法
務

局
に
登
記
を
致
し
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
こ
の

日
を
も
っ
て
法
人
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
今

後
は
従
前
に
増
し
て
責
任
の
重
さ
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
し
て

活
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
決
意
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
人
は
、

芦
安
村
の
自
然
を
愛
す
る
全
て
の
人
達
に
対

し
て
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
た
南
ア

ル
プ
ス
の
環
境
保
全
及
び
適
正
利
用
に
関
す

る
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
芦
安
村
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業 

 

（
一
）
南
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
自
然
保
護
に
関

す
る
事
業 

 

（
二
）
自
然
保
護
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
事

業 
 

（
三
）
芦
安
村
及
び
南
ア
ル
プ
ス
の
文
化
と
歴

史
の
承
継
に
関
す
る
事
業 

 

（
四
）
南
ア
ル
プ
ス
の
利
用
者
の
た
め
の
受
託

事
業 

 

（
五
）
安
全
登
山
に
関
す
る
事
業 

 

（
六
）
地
域
交
流
及
び
地
場
産
業
の
発
掘
と
活

性
化
に
関
す
る
事
業 

 

（
七
）
こ
の
法
人
の
活
動
に
関
す
る
普
及
啓
発

及
び
機
関
誌
の
発
行
事
業 
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（
八
）
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事

業 
 

収
益
事
業 

 

（
一
）
物
品
販
売
業 

（
二
）
観
光
事
業 

 
 

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
法
人
と
し
て
、
官
公
庁
へ
の
各
種
届
け

出
で
や
情
報
公
開
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
知
事

の
認
証
法
人
と
し
て
、
①
社
会
的
信
用
が
高
ま
る
、

②
契
約
や
所
有
の
主
体
と
な
れ
る
、
③
会
員
や
協

力
者
を
得
や
す
い
、
④
権
利
義
務
が
明
確
に
な
る
、

⑤
非
営
利
で
あ
る
こ
と
の
理
解
が
得
ら
れ
る
、
⑥

寄
付
金
、
公
的
支
援
が
得
や
す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

会
費
は
正
会
員 

 

入
会
金 

 

千 

円 
 

年
会
費 

 

五
千
円 

 
 

 
 

賛
助
会
員 

年
会
費 

 

千 

円         

が
必
要
で
す
。 

        

 

今
年
も
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

今
ま
で
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り

の
新
緑
で
し
た
。
開
会
式
に
は
県
関
係
の
皆
様
、
合

併
が
決
定
し
た
峡
西
六
町
村
の
町
村
長
、
議
長
様

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
花 

  
い
ず
れ
も
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
を

会
員
と
し
ま
す
が
正
会
員
は
毎
月
の
例
会
や
各

種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
方
々
を
主
な

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
賛
助
会
員
は
「
芦

安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
通
信
」
の
送
付
を
受
け
ら
れ
、

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
行
う
行
事
に
都
合
の
良
い
と

き
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
い
ず
れ
も
法

人
の
目
的
に
賛
同
し
積
極
的
に
活
動
参
加
し
、
運

営
に
協
調
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
が
入
退
会
は
自
由
に
出
来
ま
す
。 
 

素
晴
ら
し
い
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
芦
安
村

の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
楽

し
い
活
動
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

芦
安
村
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
は
周
辺

六
町
村
で
新
し
い
市
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
芦
安
村
の
皆
さ
ん
と
地
域
の

活
性
化
の
た
め
出
来
る
だ
け
の
お
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
受
け

皿
と
し
て
も
活
躍
の
場
を
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

さ
あ
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
は
、

法
人
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
責
任
を
持
っ
た

活
動
を
楽
し
く
有
意
義
に
行
お
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

仲
田
記 

  

春
が
遅
れ
、
大
雨
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
あ
の
時
か
ら 

早
く
も
一
年
、
ど
ん
ぴ
し
ゃ
の
新
緑
晴
天
の
五
月 

三
日
、
恒
例
行
事
「芦
安
村
新
緑
ま
つ
り
」が
、
小 

中
学
校
周
辺
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の 

新
緑
ま
つ
り
は
、
村
民
と
都
市
住
民
と
の
ふ
れ
あ 

い
の
場
で
あ
り
、
芦
安
村
を
広
く
県
内
外
に
ア
ピ 

ー
ル
し
、
今
後
の
村
の
活
性
化
と
観
光
事
業
の
振 

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
で
十 

五
回
を
数
え
ま
す
。 

 
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
夜
叉
神
太
鼓
演
奏
、
舞
踊

披
露
で
盛
大
に
幕
が
開
き
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら

十
五
名
が
参
加
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
歌
唱
力
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
楽
し
い
セ
ー
ラ
ー

ム
ー
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
に
子
供
達
は
大
喜

び
で
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
松
原
の
ぶ
え
歌
謡

シ
ョ
ー
、
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
な
る
程
の

人
が
新
緑
の
谷
間
に
こ
だ
ま
す
る
プ
ロ
歌
手
の
歌

声
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。 

多くの人々を魅了した松原のぶえさ

ん

  
 

 

マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
、
ミ
ニ
新
幹
線
コ
ー
ナ
ー
、
だ
る

ま
お
と
し
ゲ
ー
ム
、
竹
細
工
の
体
験
教
室
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
多
く
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

メ
イ
ン
会
場
内
の
テ
ン
ト
に
は
多
く
の
村
内
関
係

者
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
山
菜
、
特
産
物
販
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
一
層
お
祭
り
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
ひ
と
き

わ
長
い
行
列
の
テ
ン
ト
が
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

手
打
ち
そ
ば
の
会
「甲
斐
ヶ
峰
庵

か

い

が

ね

あ

ん

」で
し
た
。
昨
年

の
雨
の
中
で
も
好
評
だ
っ
た
手
打
ち
そ
ば
を
今
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
も
多
く
、
早
い
う
ち
か
ら

そ
ば
を
す
す
る
光
景
が
、
会
場
あ
ち
こ
ち
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
村
民
と
都
市
住
民
と
の
ふ
れ
あ

い
、
地
域
活
性
化
と
い
う
こ
の
新
緑
ま
つ
り
の
本
質

が
、
こ
ん
な
部
分
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
芦
安
村

と
し
て
は
最
後
の
新
緑
ま
つ
り
と
な
る
訳
で
す
が
、

地
域
に
根
付
い
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
お
祭
り
を
、
更

に
充
実
さ
せ
て
行
く
の
が
私
達
の
使
命
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
新
緑
ま
つ
り
も
盛
大
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
頂

い
た
各
種
団
体
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芦
安
村
役
場
企
画
観
光
課 

清
水
記 

グランドを埋め尽くした参加者の皆さん 



 
 

九
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
「
全

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」イ
ン
山
梨
・

芦
安
部
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
様
々
な
企
画

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
に
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
担
当
す
る
「森

林
啓
蒙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

夜
叉
神
峠
ま
で
の
樹
木
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

掛
け
て
森
林
学
習
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
当
日
の
テ
ー
マ
別
の
つ
ど
い
「夜
叉

神
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
」で
は
登
山
し
な
が
ら
手
作
り

の
プ
レ
ー
ト
を
参
加
者
に
取
り
付
け
て
も
ら
う

事
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「参
加
型
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
実
践
で
す
。 

 
 

そ
の
為
の
調
査
登
山
が
去
る
五
月
二
十
八
日

行
わ
れ
ま
し
た
。
長
く
山
か
ら
離
れ
て
い
た
私

は
ま
っ
た
く
自
信
が
無
く
、
当
日
ま
で
気
が
重

く
や
や
後
ず
さ
り
気
味
で
し
た
。
し
か
し
晴
天

の
当
日
は
木
々
の
若
葉
を
木
漏
れ
陽
が
透
か
し
、

活
き
々
と
し
た
木
々
の
中
に
一
歩
入
る
と
自
分

が
山
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
、
そ
ん
な

不
思
議
な
木
々
の
力
に
重
い
気
持
ち
も
春
風
と

一
緒
に
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

調
査
に
は
峡
中
地
域
振
興
局
・林
務
環
境
部
計

画
管
理
担
当
・中
井
副
主
査
、
同
自
然
保
護
担

当
・小
松
沢
主
任
の
専
門
家
お
二
人
と
芦
安
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
九
人
に
森
本
住
民
環

境
課
長
と
私
が
同
行
し
ま
し
た
。 

The Ashiyasu funclub Journal ２００２ spring （5） 

予
定
す
る
プ
レ
ー
ト
五
十
枚
分
の
樹
木
名
・
科

名
を
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
々
に
テ
ー
プ
を

取
り
付
け
、
そ
の
場
所
を
地
図
に
記
入
す
る
作

業
を
繰
り
返
し
ま
す
。
初
め
て
聞
く
よ
う
な
名

前
の
木
が
あ
っ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
覚
え
な
お

す
花
た
ち
の
名
前
の
連
続
で
し
た
。
さ
す
が
に

「プ
ロ
集
団
」
お
み
そ
れ
致
し
ま
し
た
。
快
い
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
、
樹
木
や
花
の
名
前
を
覚
え
ら

れ
た
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
芦
安
の
山
、
芦
安

の
自
然
に
触
れ
た
事
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
登
山
が
出
来

た
事
が
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。 

今
回
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
事
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
い
た
る
プ
ロ
セ

ス
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で

し
た
。 

  

「よ

っ
ち
ゃ
ば
れ
山
梨
へ
」が
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
す
。
参
加
す
る
全
て
の
皆
さ
ん
の
お
祭
り
で
す
。

主
役
に
な
り
、
大
い
に
楽
し
む
の
も
皆
さ
ん
で
す
。

♪
人
は
石
垣
人
は
城
♪(

武
田
節)

と
歌
わ
れ
る
よ

う
に
、
人
と
人
と
の
連
帯
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

熱
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

お
も
い

で
「第
十
一
回
全
国
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
皆
さ
ん
と
共
に
成

功
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
作
業
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
峡

中
林
務
環
境
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
準
備
に
関

わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
よ
り
多
く

の
参
加
者
の
来
村
と
芦
安
ら
し
い
有
意
義
な
大
会

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
文
を
綴
じ
た
い
と

思
い
ま
す
。  

 

 

芦
安
村
社
会
福
祉
協
議
会 

望
月
記 

心地よい新緑の中で木々の調査をする参加者

『『キキ
タタ
ダダ
ケケ
ソソ
ウウ
のの
保保
護護
に

つ

  

芦
安
村
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
タ
ダ
ケ

ソ
ウ
は
、
氷
河
期
か
ら
の
遺
存
植
物
で
、
こ
の
地

球
上
で
、
芦
安
村
の
北
岳
山
頂
に
し
か
生
育
し
な

い
非
常
に
貴
重
な
植
物
で
す
。 

 
 

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
昭
和
六
～
九
年
に
横
浜

に
住
む
清
水
基
夫
氏
に
よ
っ
て
世
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
氏
は
こ
の
経
緯
を
発
表
し
た
時
か
ら
「
貴

重
な
花
な
の
で
大
切
に
守
っ
て
行
こ
う
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
裏

腹
に
、
山
野
草
ブ
ー
ム
に
よ
り
盗
掘
さ
れ
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
山
梨
県
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
貴

重
な
花
た
ち
を
守
っ
て
ゆ
く
た
め
に
、
昭
和
六
十

年
「
山
梨
県
高
山
植
物
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
、

さ
ら
に
環
境
庁
（
当
時
）
は
平
成
六
年
に
「
絶
滅

の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
（
種
の
保
存
法
）
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
特
に
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
、
そ
の
生
育
地
が
「
生

育
地
保
護
区
」（
三
十
八･

五
ｈ
ａ
）
と
し
て
指
定

さ
れ
登
山
道
を
除
く
そ
の
全
域
が
立
ち
入
り
禁

止
の
措
置
が
と
ら
れ
保
護
が
は
か
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
芦
安
村
は
、
環
境
省
の
委
託
を
受
け
「
生

育
地
保
護
区
」
の
パ
ト
ロ
ー
ル,

生
育
調
査
、
登

山
者
指
導
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

積
極
的
に
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
的
に
は
、
盗
掘
や
登
山
者
に
よ
る

踏
み
つ
け
以
外
に
も
生
育
地
の
一
部
崩
壊
や
地

球
温
暖
化
、
降
雨
（
雪
）
形
態
の
変
化
等
の
気
候

変
化
や
酸
性
雨
の
問
題
な
ど
、
高
山
植
物
を
取
り

巻
く
環
境
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

弥
生
時
代
の
米
の
種
子
が
現
在
で
も
発
芽
す
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
も
、
良
好
な

種
子
を
保
存
し
て
、
こ
の
美
し
い
花
を
未
来
に
残

し
て
行
く
方
法
を
探
る
た
め
、
昨
年
環
境
省
は

「
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
保
存
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。 

つ
いい
て

に  

て
』』  

 
 

 

「
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
研

究
会
に
加
わ
り
、
頻
繁
に
生
育
地
ま
で
登
り
、
個

体
数
の
把
握
、
開
花
、
結
実
状
況
の
調
査
、
ま
た

研
究
室
で
の
発
芽
、
生
育
等
の
研
究
を
専
門
家
と

共
に
積
極
的
に
進
め
て
降
り
ま
す
が
、
キ
タ
ダ
ケ

ソ
ウ
の
生
育
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
非
常
に
複
雑
で
、

良
好
な
種
子
を
「
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
」
と
し
て
後
世

に
残
し
て
行
く
の
に
は
、
現
時
点
で
は
、
媒
介
昆

虫
、
人
工
交
配
、
発
芽
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
増
殖
の

研
究
等
ま
だ
ま
だ
克
服
し
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
根
気
強

く
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

塩
沢
（
久
）
記 

  

 

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
保
存
研
究
会
会
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
四
年
二
月 


